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ンズの種類で画像の空間配置を変化させることはでき  

るが）。むしろ，これらの河川絵図は現代の我々とは  

異なった視覚・認識の技法で，さらに唯一の視点を持  

つ遠近法ではなく，船による移動に伴うシークエンス  

景観の給体として一枚の画像が成立していると考える  

ことで想像力が膨らむ（単なる評者の歴史的無知から  

来るものかもしれないが）。   

第5章「ベアドのまなざし」，第6章「『大日本地  

誌」】の風景を探して」は典型的な定点撮影の成果であ  

る。しかし，これほどまでに同じ構図で振られた写真  

を目の前にしてしまうと，観賞者はその撮影の苦労に  

想いを馳せてしまう。最もこの写真を楽しめるのは撮  

影者だろう。第5章はそのタイトルから，幕末に日本  

にいた外国人が日本の風景にどのような眼を向けてい  

たのかという考察が期待されるが，それは『大日本地  

誌』がどのような風景を必要としたのか，という問題  

と併せて今後我々が作者と一緒になって考えていかね  

ばならないだろう。荒山（1995）のような試みは，  

もっと多面的に数多くなされるべきである。   

第7章「『帝都と近郊』のいま」は評者がかつて在  

籍していた東京都立大学で開催された研究会で発表さ  

れたもので，評者もその場に居合わせた。写真集とい  

う紙面に複数の写真が配置されるその構成も重要だが，  

撮影者の解説と共に写し出されるスライド映像は非常  

に効果的であった。地理写真の魅力はこの発表形式の  

点にもあるかもしれない。石井氏自身．毎年のように  

工夫を凝らして学術大会で発表される。こうした態度  

からも学ぶことは大きい。調査結果をまとめた一覧表  

や主題図に対して，調査過程であり結果でもある写真  

映像はそこに附加される言葉による説明によって如何  

様にも解釈可能となる。   

この章で新たに試みられたのが，単なる定点撮影で  

はなく，都市一近郊一農村という連続性のなかで，  

『帝都と近郊』発表時点（1918年）の文化景観と類似  

している場所を求めていることである。かつては荻窪  

で見られた農村的風景が今日では立川や所沢に移行し  

ているというのだ。これは経験的にも，都市地理学的  

にも，土地利用研究の点からも恐らく正しいが，文化  

的な側面からもう少し別の複雑な説明が必要なように  

も感じる。そうでないと，あまりにも安易に地域を発  

展史観的に理解してしまう。似たような風景を生み出  

す，そしてそう知覚してしまうことに働いている力や  

ポリティクスは何であろうか。   

第8章「三澤勝衛のフィールドを歩く」は最も石井  

民らしい仕事なのかもしれない。評者の世代だと三澤  

書  評  

石井 賓：地理の風景一古代から  

現代まで  

大明堂，1999，190pリ 3200円（本体）  

ISBN4－470－40072－6  

前著『地と図』（石井，1989）から10年経ち，新た  

な作品が届けられた。本書をいち早く紹介した岩鼻  

（2000，p．195）は本書を「写真でみる歴史地理」と表  

現したが，評者はそれに加えて「比較風景論」と表現  

したい。作者が表現しているのは歴史自体ではなく常  

に現代であるからだ。本書はこの意味で大きく2つに  

分けられる。比較の対象となった歴史的な画像テクス  

トが，時代的に写真の発明の以前であるか以後である  

かの違いは大きい。そして，評者の関心から特に後者  

を中心に本書を紹介していきたい（そもそも，この作  

品自体「写真以前の時代」には写真頁168頁のうち34  

頁しかあてていない）。   

評者は『地と図』のタイトルに込められた作者の無  

意識的想いを地図の脱構築，すなわち地理学における  

図像表現として確固たる地位を確立している地図に対  

する対抗意識であると書いた（成瀬，1997）。しかし，  

作者自身にこの主張が否定されたと同時に，本書の前  

半である「写真以前の時代」は絵図としてのみ今日に  

伝えられる風景を写真によって再現したものである。  

作者は少なからず，地図と地理写真が補完関係にある  

と考えている。第1章「古地図のいまを写す」，第2  

章「中世絵図の世界を覗く」，第3章「近世河川絵図  

の表現」，第4章「江戸の風景」までが本書前半の絵  

図・地図と写真の比較風景研究である。同定の頼りは  

山や川といった自然景観であり，文化景観については  

想像の域を脱しない。前半で興味深いのが河川絵図に  

関する章だ。それら絵図が措かれた目的は船運の安全  

のためとされるが，当時の風景画の一種と観ることも  

可能だ。一見，パノラマのように写実的だが，撮影者  

である作者は地点の同定に苦労したという。作者はそ  

の理由を絵図が視覚情報をデフォルメしていることに  

求めているが，そう簡単に済ませられない問題がある  

ように思える。現代における我々の視覚・認識の方法  

は近代以降のデカルト遠近法主義に深く根差している。  

常にレンズを通して視覚情報を写真という二次元平面  

に記録してきた作者にとっては，このまなざしの技法  

を最優先せざるをえない（地図の投影法のように．レ  

－60－   



t9  

移脾『醤堰K函駐印一回マ鞘』：（6冒6t）塞 ♯旦  

●0柑－Z6∠●dd Vs9‘豊避妄融和 ■駁濃α輩  

挽妄詔間耳Y：ソ1：？寄席孝背翫謀弛一軍智α固移  

軍国マ′卓ぺ′古くキーゼα恥耳：（S66t）孝平叩貰  

澤  苓  

09マtへマ諸  

α9￥Ⅵ宕印ゼ弔うt¢Yく妄ゝ′葦硝犯α夏場挙マ貴国  

嬰α封♯旦‘羊憎封αごら、へら～09マしへマ⊇箸宣誓匂  

、へ尋qq凶αマケY（銅師匠丹牒且ユ革阻耐熱鋸目′  

‘＝憎』凶マ9響よ卿避坦α響射α㌢￥暑鞘帽歯妄宙鞘9  

（ウ洋＝ウ空目引「紬餌銅維椅鴇」‘￥羊 09宅ユ置動  

早耳ご㌢、へユ1引猷湘凋報ぃ朋草執刹那甜弛〉倭  

‘よ羊暴茅捌手業うt¢醤￥α歯妄諒闇9響よY顎二つよヰ  

引＝ウ「射剖α蝉閏￥宜」（か未鯉09Ⅵ貴う瞞、へ苗孝マ  

ごりキfト〕一し）？て1rウ、り■－ll巨LJユ（■・了ニlゼしりV・，IIリ沌  

習射匂コ‘マ中空孝「宅頭仏事」9￥皆＝う毒さ寧マ響  

D曾留ユ塊初潮蔽間α  

項教9響｛つ詔囁む暑警呈￥G圭とそ憲射聖掬うt¢く∠′乙  

＝ぺαコ＝ウ軸凶ユ1，を 09管よ騎芋蔓朋毒藩閥詔ヤ  

豊目さ¢暑錯離別＝つ尋魯9撃￥羊‘い郎艮紅沌巧沌滝  

衝間￥Ⅵ卓寄宰誕射ユC了＝つ￥克‘引＝ウ早魯9管Dtへ  

軒往いがけ硝担芳墨卓乱酔粧L′乙＝ぺα尋魯αつ  

‘さ寧9ヰ即座＝つTJ′乙二＝べ／く∠′乙二く引謳間／醤1封  

09ヰ鵠誕＝乍ら了αコ引暑避引回葦ひ暴動￥Ⅵう申更  

＝ウ詰宰α響射αコ 09ヰ塊詔孝（巧与専任遜α凶夢マ  

凶朝刊マ朝鮮鞘ら、へユニご）「蕃著明料間＝誕鞘」ユ  

1歌孝「醤1邸」管〉ユ1旦旦箇＝つ鯉α産着鴨ユ1マ￥左  

0ら、へマ￥1財器寺号呈α醤1封ユ1塵＝1勒屈9祖q略さ¢  

￥宜咋コ貞Yさ学制菊芋α鼻緒難‘ユ1塵ニウ碑醤G封孝  

Yイ∠T二らtへマ「マ官」9葦宙‘よっつユ1－をD咋  

らウ詔9宅ユさ¢マコ9マ領一へ呈マ「酋著明料恥管せユ  

1顎ご孝菩1封」引「醤1軋仏祖間」09中耳早苗姫￥さ寧￥  

宜醤1封＝ウ朋防封引よ量受‘沌￥1事亨孝年熟む膳叩埴  

仏昏G耳目沌倒登厄喉Y‘ユ1伴＝＝掴マ巧削】暮煙羊今  

度避Ot¢ら9詔αキ醤1野上咋（与㍍代が製野間判烏巧い  

ユⅥ貴印1宜二つ￥宜α軍♯旦○針丸い用緑椅唱地膚  

射ひ㌢〔α湛苦海封＝つっ与Ot¢らウ詔α9tへユⅥう中  

更さ寧囲草葦ヤ月刊＝†「醤1軌甘藍間」／1rl′古α章史  

0沌らウ⊇  

巧忘妾マ＝〉蛾ゼ空理酋苦α掛取・菩1封￥Ⅵ卓；畔口呈二つ  

α9α与筆意‘＝l鼻皐孝Y幼割瀞キγ～‘ギク暑斗婚響  

よ暑籍聖0管ヰイドソG羊1ユマ賞与種瀞＝ウ（孝吉閑）  

マコ9首巻￥皇ひ顎Zα図劉1凶‘（暴籍謝）マコ  

G軍＝愕個n凶‘1孝明Ytへ評判ケ㌍αよ聾′軸翫＝つ￥  

SZt  

克￥里卓辛苦ユ1マ勒厘‘鼻うqく¢く寧9ニつ 09葦酋沌  

凶軸さ年鼻㌢、寧く寧ニウ錯暫よく¢軍曹く¢麹α据唯9ユG、へ  

マ「射包沌絹針灯挙畠」さ¢暑避09響よマコ9管理箸  

箇さ掛取よ撃取コ凶マ芋軒‘よマコ9ヰ簡坦孝1長考  

羊α苫劫9留α芋酢羊†Ⅵマ鼻二つ」幸輩‘引マ籍難号苫  

0埋ら1弓〃か㌢ヰ肇笥  

孝α9蔓ら了9卓立qT塵ユ1マ響封羊爛与‘ぅ咋マ＝  

9尊貴］寸座マ『笠間淫副手￥宜αケ酎0；／鼻羊ウ9＼へ  

ユⅥ宕罫敏さ¢「要望鞘￥左」、へキうq詔コ＝ウ辛目羊卜へ9  

響‘「空間辛目」9u宕智敏う、寧￥克（巧与孝回1J紹呈  

￥Ⅵ璧埴凰櫛引、へ㌢留）α国事蜜月￥宅ユ牒闇川牒拉  

羊1革ご‘羊に帖α延α暑碁‘1埠l O、へ葦、へユ1囲葦  

引暴動孝苦塁間蔓ら了9ヰ蛙華孝皆苦ら日南鞘‘章ら了ら  

甘利那闇摘持1－ゝ′¢孝国事受口‘？ユ呼ユ皐渕マ  

碁蝉0；／よ羊】詔ヤ甘二†国手空目引α＃1声望さ寧暑朝潮蓄  

‘さ¢9、へユG妙9料間￥Ⅵ宕錯射撃苫‘〉葦長与＝憎頓  

Ot引α￥里うユ転＝乍重安09tへユ1声貴壬望さ寧盛甲ユ蕃官  

α暑射羊にウ 月丁髄ひマ『蜜日 豊印章孟』」暮O一党  

○（沌り導引  

皆目α身？暦日暑避）＼へ葦Ⅵ連呼敬引囲掌α農封‘マ  

り葦呼野ユり坪＝ウ暴＝ウ思孝マコ9、へユG早qキ要さ寧、へ  

評αY（カ〉倭‘引鮎銅拍純化叫t〉、へ引＝ウ9ヰ］↓零  

さ寧GrG←輩重野斜α醤1封09Ⅵ〉ユ1健筆孝ゼ葦七  

阻却￥宅ユⅥ製＝つ剥離‘引尋￥1声音討雲量さ動員α冒  

彰α御子α身‘ユ1塵＝一里与Dら羊1ユ皐羊繁甲南孝  

姻糠副卿α動9響9ユG皆よ家封α蕃垂9葦音頭刃4  

‘立マこ㌢ヰ＝つ萎呈孝α99tへユ1声宰＝帽闇＝ウ￥宜‘沌  

G耳目さ撞望ひ「9、へユG蟹」さ「：ソGq藁」羊につ妻耳  

￥uう‡咋にウ￥皇￥Ⅵ∈日産評α蟄箇マ芋際‘ユ1賛孝  

景車09tへユキう蓑噺孝百雷α車0板L（い甘㌍目α璃  

対置‘∠ヤー一帥t●dd）耳荘瀞α9月壬d（柁l●d）動員  

α囁Yr匝1‘鼻う葦ゼα歎敏明磯キヨ鼻血貰唯ユ1マ箸  

1封09tへユC葦？「暫コ呈α痘寄掛鞘」＝つ（了ヰ些＝ウ酷  

憎α耳竪Ⅶ儲甘垂空耳1マ寄席神村孝『擁髄α貫粛」】  

‘1塵＝ウα￥マ詔荏望逐α￥剥製市αケY＝ウ亨さ¢革陸側  

郡α『渕営登記鞘璧壁』9｛つ呼＝つ毒埋09tへユ1葦輩  

＝つ思非9＝糊塗団‘q撃よα9￥Ⅵ貴賓薔＝つ車S661ユ  

1マ耳豊睾米軍ウ「毒（沖う咋『神髄α買掛』」碁6境  

09Ⅵ宕勒葦ニクら了1  

、へ密封暑射孝掛取らtへマ璧壁ひ射髄ユ1籍事理う目＝ウ  

♯＼トα豊年倒錯軸羊卜へ9皆‘泰≡0（、へマ￥宅ユGq  

繁劇tへ￥＝ウ魯簡α基礎藩閥隼軍♯旦9轟に‘9埠l  

O9管よひ？￥Ⅵ貴籍割引￥宜αうⅥコ＝つ常世立寄α封  

♯旦‘二つ〔了㌢、へユ1マ珍種亜甚孝響動朋射耳α彩埋  

立苛αう目さ学者目鼻避‘ミ¢tへ章二マイカ9ユⅥqtへマ   



地理科学56一乙2001   126  

書店．  

岩鼻通明（2000）：書評：石井 害：地理の風景．季   

刊地理学，52，p．195．  

成瀬 厚（1997）：『地と図』を読む．地理科学，52．   

pp．107－．117．  

（成瀬 厚）  

（1998年5月18日実施，所要時間2時間5分），3）愛  

媛県立津島高等学校での社会科地理の全受講生を対象  

とする，学校周辺の徒歩による指導（1961年から1968  

年まで毎年度，50分間の授業時間内に実施），4）愛媛  

県立津島高等学校での「人文地理」の全受講生を対象  

とする，学校近辺地域の徒歩または自転車による指導  

（1961年から1964年まで毎年度，日曜日に1日をかけ  

て実施；5コースを日を変えて実施し，生徒はそのい  

ずれかに参加），5）愛媛県立宇和島南高等学校での社  

会科地理の全受講生を対象とする，学枚近辺地域のバ  

スを使った指導（1969年から1976年まで毎年度，休日  

に1日をかけて実施；2コースを設け，年間5回程度  

実施），6）香川大学教育学部の「初等社会科教育法」  

の全受講生を対象とする，伊予三島市域の徒歩による  

指導（1994年から2000年まで毎年夏休み中に1日をか  

けて実施；5～7回ずつ実施し，学生はそのいずれか  

に参加），7）香川大学教育学部の「社会科教育法」の  

全受講生を対象とする．阿言質山地山村の徒歩による指  

導（1995年と1996年の11月の休日に1日をかけて実  

施）が示されている。   

これらのうち，1）と2）は著者の勤務枚での指導実  

践ではなく，大学の教官でありながら，小中学生の野  

外学習に対する反応を直接感得する目的で特別に行っ  

た大変貴重な試みである。4）と5）は，指導内容の  

豊富さと指導のきめ細かさにおいて，当時盛んに行わ  

れた高枚地理巡検のなかでも際立つものであった。6）  

は，毎年，百数十人に及ぶ学生を30人以内のグループ  

ごとに実施日を変えて指導するという，まさに驚嘆す  

べき熱意によって実現したものである。著者は，小学  

校の社会科野外学習が効果的に実施されない最大の理  

由は教師の指導力不足にあると判断し，その能力の養  

成を教員養成学部の教官である著者が率先して行った  

のである。   

以上のような指導実践をふまえ，著者は次のような  

新知見や注目すべき所見を呈示している。i）小学3  

年の場合，抽象化や省略の少ない住宅地図がルート  

マップとして最適である。児童は眼前の風景・事象・  

事物のすべてに強い関心を示す。その一方，児童の生  

活経験と関係の薄い外国の事象や歴史的事象には関心  

が薄く，また，事象相互の多少複雑な関連性について  

は学習の意欲と能力が乏しい。ii）中学2年の場合，  

農作物のような基礎的な野外観察対象に関する知識さ  

え不足している。ただし，事象相互の関連性や因果関  

係の考察力は小学生よりも豊かである。野外学習の能  

力と姿勢は個人差が大きいが，それへの興味と関心は  

篠原重則：地理野外調査のすすめ  

－小・中・高・大学の実践をとおして－  

古今書院，2001，286p．，7600円（本体）  

ISBN4－7722－5054－9  

本書の著者は，四国山村地域の社会経済地理学的な  

研究を極めて精力的に進めてきたことで知られる。そ  

の主な成果は，高著『過疎地域の変貌と山村の動向』  

（大明堂，1991年）・『愛媛県の山村』（愛媛文化双書刊  

行会，1997年）・『観光開発と山村振興の課題』（古今  

書院，2000年）などにまとめられた。一方著者は，高  

等学校と大学の地理教育にも長年にわたって意欲的に  

取り組み，なかでも野外学習の指導には並々ならぬ熱  

意を示してきた。愛媛県の高等学校在勤中には延べ  

5000人もの生徒の，香川大学では延べ1500人に及ぶ学  

生の野外学習を実地指導したという。その類例を見な  

い豊富な実績に加え，小学生と中学生を対象とする野  

外指導の実践をも試行し，それらをふまえて地理野外  

学習指導の重要性とそのあり方を論じたのが本書であ  

る。したがって本書のタイトルとしては，「地理野外  

学習（または活動・観察・巡検・調査）指導のすす  

め」，あるいは「地理野外指導のすすめ」などの方が  

ふさわしいのではないかと思われる。   

本書は5章からなる。「第1草 地理教育における  

野外調査の重要性」では，野外学習が児童や生徒に  

とって優れた学習方法であるだけでなく，それを指導  

する教師の教材開発能力を促進し，教師自身の地理的  

思考力を向上させる点でも重要である，という注目す  

べき意義づけを行っている。   

主章の「第2草 野外調査の実践」では，著者自身  

の豊富で多様な野外指導の実践例を示し，そこでの被  

教育者？学習状況を分析して指導のあり方を考察して  

いる。実践例としては，1）香川県三野町立大見小学  

枚3年生1クラス32人を対象とする，学枚周辺の徒歩  

による指導（1998年5月26日実施，所要時間2時間20  

分），2）愛媛県大洲市立北中学枚2年生1クラス35人  

を対象とする，学校近辺地域のバスを使った指導  
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